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平成 29年度司文庫基金運営委員会 会議要録 

 

■開催日時   平成 29年 10月 27日（金） 午前 10時 30分～11時 30分 

■開催場所   中央図書館 3階 第 2会議室 

 

■出席委員（5名） 

 井上公余委員、福井朋子委員、三宅恒子委員、山口賢一委員、山本教子委員 

 

■事務局（8名） 

 （美術博物館）三世事務長兼副館長 

 （図 書 館）伊藤館長、河合主幹、伊藤補佐、岡田専門員、岩瀬専門員、 

高橋主査、冨田 

 

■議事概要 

１． 開会 

２． 図書館長あいさつ 

３． 議題 

（１） 委員長、副委員長の選出について 

（２） 平成 28年度事業報告について 

（３） 平成 29年度事業について 

（４） 平成 30年度事業計画について 

４．  

（１） その他 

 

■発言要旨 

（事務局） 

正副委員長が決まるまで、事務局が議事を進めます。会議を公開します。会議録作成

のため、録音をします。 

 

  ＜図書館長あいさつ＞ 

 

  ＜委員及び職員各自自己紹介＞ 

 

（事務局） 

豊橋市司文庫基金運営委員会要綱第 5条第 1項（委員の互選による委員長及び副委員

長を置く）に基づき、選出をお願いします。 

 

（委員） 

委員長に山口賢一委員を、副委員長に福井朋子委員を推薦します。 
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＜全員異議なし＞ 

 

（事務局） 

平成 29年度豊橋市司文庫基金運営委員会の委員長を山口賢一委員に、副委員長を 

福井朋子委員に決定しました。議題（2）以降の進行は、委員長にお願いします。 

 

（委員長） 

議題（2）の「平成 28年度事業報告」と司文庫の経緯について、事務局に説明をお願

いします。 

 

  ＜事務局が、資料に沿って説明＞ 

 

（委員長） 

この件について質問等、ありますか？ 

 

（委員） 

個人では購入できないような美術書があり、購入した本は、素晴らしい本ばかりです。 

 

（委員） 

 司文庫のことは知っていたが、内容までは知らなかった。小中学校に貸出を行ってい

るが、利用はどのぐらいありますか？ 

 

（事務局） 

 国語の教科書に外国の絵本が使われている単元があり、その授業の時には、原書の絵

本と、同じ作家の絵本がよく利用されます。また、外国の文化を学ぶ授業にも利用され

ています。 

 

（委員） 

校長会でも、図書館から PRをしているが、なかなか各教諭までは情報が伝わりにく

いです。 

 

（事務局） 

 教諭の新任研修を、数年、図書館で行っていて、実際に本を見ながら説明をしました。

また、司文庫基金運営委員会で提案された事については、大清水図書館で司文庫展を

開催、学校図書館に司文庫コーナーの設置、保育園での読み聞かせなど、少しずつ実

現しています。 
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（委員） 

図書館に行ける子どもは限られているので、学校で見られるのはいいと思います。 

 

（委員長） 

議題（3）の平成 29年度事業について説明をお願いします。 

 

  ＜事務局が、資料に沿って説明＞ 

 

（委員） 

 司文庫は、子どもから高齢者まで楽しめる本です。しかし、本の背表紙だけでは、本

の良さがわかりにくいと思います。 

 

（事務局） 

 本は、中央図書館の 2階で閲覧できますが、普段、閉架書庫にある特殊な資料は、司

文庫展などで展示をして観ていただくようにしています。 

 

（委員） 

 今年の司文庫展は、企画内容がタイムリーでした。司文庫の書架や展示コーナーが 

2階にあることが難点だと思います。2階への導線が必要です。1階にあれば、より

多く利用されると思います。図書館の構造上、わかりにくいのではないでしょうか。 

 

（事務局） 

 新しい図書館では、建物自体がわかりやすく工夫されています。また、タイムリーな

企画は、人を呼び込む要素になります。来年度の司文庫展では、美術博物館の企画展

の関連テーマで計画をしています。ほかの施設で行っている企画を、図書館でもでき

ることがないか考えていきたいと思います。 

 

（委員） 

 図書館内の配置を変更する事はできますか？ 

 1階で本を見て、興味があれば 2階の司文庫へ行くというのがいいです。 

 

（事務局） 

 不可能ではありませんが、現実には難しいです。 

 

（委員長） 

議題（4）の平成 30年度事業計画について説明をお願いします。 

 

  ＜事務局が、資料に沿って説明＞ 
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（委員） 

 来年度の司文庫展と美術博物館の企画展との連携について具体的にどのようにイ 

 メージしていますか？ 

 

（事務局） 

 司コレクションと司文庫展の連携は難しいです。美術博物館の企画展の予定は変更で

きないので、予定されている企画展のテーマにあわせて、司文庫展のテーマに生かせ

ればと思っています。開催時期は異なると思いますが、連携で相乗効果が見込めると

思います。 

 

（委員） 

 美術博物館の企画展に会わせて、展示会場に司文庫の本を置くことはできますか？ 

 

（事務局） 

 具体的に展示内容が決まっていないのでわかりませんが、美術博物館の開催時には、

図書館で展示コーナー以外の場所で紹介することができると思います。 

 

（委員） 

 今までに連携展示を開催したことはありますか？ 

 

（事務局） 

 美術博物館と図書館の連携は今年度もありましたが、司文庫では初めての試みです。 

懸案事項でした。 

 

（委員） 

 とてもおもしろい企画だと思います。 

 

ほかに質問等はありますか？ 

 

 ＜質問なし＞ 

 

（委員長） 

これで、平成 29年度司文庫基金運営委員会を終了します。 


